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蓮如がそれを生涯を通 じてどう学び続け、 どのような金を掘 り出したかに
関心を持つわれわれは、先行研究が成功 しなかった作者探しよりもまず時期
の特定に着目するのは、伝持過程の事実と名目分析の用例をそのままそっく










言うまでもなく 『西方指南抄』 は法然上人の語録であり、浄土宗の 『元亨



















がなを付けるが、末尾の字の 「往生云々」の 厂生云々」の振 りがなだけは省
略する。以上が観察される事実である。
両者の 「四種往生」を比較 して 『安心決定鈔』の 「一には正念往生」と 「二
には狂乱往生」が 厂一正念念仏往生」、厂二狂乱念仏往生」 と箇条書きに改め
られ、「念仏往生」 を印象付けるために振 りがなを省略している。「三には無
記往生」 も 「三無記心往生」に改められ、同じく 「往生」に振 りがなが省略
される。そして 厂四には意念往生」はそのままであり、「往生」にも振 りが
なが付 くが、出典からの引用文が短く添えられる。





場合にのみ経典か らの引用句が添えられ、さらに 厂群疑論説」の下には 「懐



























実秀が妻室のもとへつかはす)御 返事」 と中末の 「鎌倉の二品比丘尼へ御返
事」にもい くつか見える。
『安心決定鈔』空観本の 「種々の方便をとく。教文(蓮 如本は 「教門」)ひ






また 『安心決定鈔』の経釈の引用文の多 くは 『西方指南抄』上本 ・末 「法
然聖人御説法事(漢語灯録の 「逆修説法」から 「乃至」によって大幅に削除)」





『西方指南抄』 は影印本の平松令三解説に赤松俊秀に依って 「長短 まちま
ちであり、種数の収録順序も甚だ雑然 としてお り、明確な編集方針がうかが




果たす。そ してそれに続 く 「わずか四行 という短文」は 「法然聖人御説法事」
の末尾の余白を利用 して、中末巻の 「源空上人私日記」の法然讃から一節 を







他にも 「七箇条起請文」は浄土門の行者の在 り方を指示 し、その末尾の署
名簿における 「善信」は門下における親鸞の位置付けを示す。そしてそれに
続 く 厂葬家追善事」は法然没後の親鸞の身の処 し方を示す根拠 となる。そし
て下本 ・末巻には東国の御家人層への返書が多い。その他 に内容上の関連性
の高い文も少なくない。 したがって 『西方指南抄』は 『安心決定鈔』を指導
的に補完すると云える。次にそれ以前の著述について検討する。
4.建長八(1256)年のr往生論註』加点本ならびに 「四十八誓願」との関係













是れを為す正 と」 とする。また 『尊号真像銘文』(1258年6月28日)に「こ
の論おば 『浄土論』 といふ、また 『往生論』 といふ也」 とした上で、『弥陀
如来名号徳』(1260年12月2日)に「不思議光仏のゆへ に尽十方無碍光仏 と
















し、下巻は 「唐朝光明寺和尚 『観経義』云」 とより詳 しい。(拙稿 「『愚禿鈔』
の死生観の教育哲学的研究」1995年、参照)








読み直すと大変に分か りやす くなる。それは本文 と一つ書 きとの文の性質の




によって 『愚禿鈔』は 『教行信証』と 『安心決定鈔』とを媒介するのである。
四行題詞の 「聞賢者信 顕愚禿心」とは賢者 と愚禿 との人間関係ではなく、
賢者信 と愚禿心の関係 を 「賢者信 内賢外愚也 愚禿心 内愚外賢也」と捉
えることによって、名 目とされる 『安心決定鈔』の 「機法一体」の関係 とし
て捉えられて、改めて 厂機法一体」の関係概念が捉え直されるのである。し
たがって四行題詞は 厂機法一体」の親鸞の解釈であ り、さらに 『安心決定鈔』
の基本的性格を明 らかにする重要な手掛か りを含むのである。
親鸞は 『愚禿鈔』によって、自らも賢者信を聞 くことによって愚禿心を顕
わしたことを示 し、その 「顕」とは 『顕浄土真実教行証文類』のそれである。




さらに 『安心決定鈔』は主著 『教行信証』行 ・信巻の老筆 による七行書


































の内題の前頁に他の二往生 「至心発願之願」の下に 「邪定聚機」 と 「雙樹林
下往生」が並立 し、その右傍に朱筆で 「無量寿仏観経之意」そしてそれらの
左に 「至心回向之願」の下に、「不定聚機」と 「難思往生」が並立しそして




















ならせたまふと善導和尚は釈 したまへ り」とあるのは、訴訟の影響 と考えら
れる。しかし9月7日 付け性信宛親鸞書簡には 「また十方恒沙の諸仏の御証
誠な り」 と元通 り 厂証誠」に戻 している。
二通の義絶状について真偽が問われているが、性信宛ては文中に 「そらご






りのちにはおほせ らるべからず」 と命 じたのか、「また 『真宗の聞書』性信
坊のかかせたまひたるはすこしもこれにもうしてさふろうやうにたがはず候
へばうれしう候 『真宗の聞書』一帖はこれにとどめをきて候」の 『真宗の聞



















陳状の主文にあたる 「一自力他力 日輪の事」 は第一答状に、「一四種往生
の事」は第二答状に、そ して 「譬 え」を多用す るその他は第三答状 に、そ
れぞれ対応 させることができる。また本文中の 「無為 とはなすことなしと
かけり」は明 らかに口述文を表すから、引付奉行人立会のもとに行われる口
頭対決における論人の性信の口述記録と見ることができる。そして本文の対
句的表現、「ゆへに」 と 「かるかゆへ に」の使い分け、重層的反復等の レト
リックは法廷弁論の文脈に乗せると分かりやす く、聞き取 りやすい説得調に
なる。





この7月9日 付けの書簡 は冒頭に 「六月一 日の御文 くわしくみさふらひ
ぬ」 とあるように、『安心決定鈔』の成立の時期はしたがって1255年6月1
日と見てよい。そして作者を性信 と仮定 して も大過ない。
なお、『安心決定鈔』における 「かるがゆへに」に導かれる文は次の通 り









































6.そして 『四十入誓願』は本文冒頭に自明のように語 られる本願論 「余の
四十七はこの願を信ぜしめんがためなり」の補足である。
7.このような修正 ・補足 は 『西方指南抄』以後の著述、例えば88歳の1260
年12月2日の 「弥陀如来名号徳」にも認められる。


























りも下巻に詳しく加点が付 く四行題詞である。難解 とされる 『愚禿鈔』
はまず上下巻を逆にすると、『安心決定鈔』の 厂かるがゆへに」に対応








が蓮如と同様 に大 きな影響を与え られたのは親鸞聖人である。この小論は
『安心決定鈔』の成立事情の素描である。
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